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障害者の雇用形態・勤続年数

紹介内容障害者雇用の経緯

事業所の概要 業種および主な事業内容

平成30年度

障害者雇用
職場改善好事例

奨励賞奨励賞

株式会社アダストリア・ゼネラルサポート 
（東京都渋谷区）

全国の事業所において複数名の定着支援員を配置し、職場
定着を推進。褒賞制度、評価制度を導入し、障害者の能力
開発とモチベーション向上を実現。

　平成25年12月に設立。平成26年４月に株式会
社アダストリアの特例子会社として認定を受ける。
平成28年３月に「精神障害者等雇用優良企業」の
認証を取得。山形県、群馬県、茨城県、福岡県、
大阪府に事業所を有する。親会社は、衣料品・雑
貨などの企画・製造・販売を行っている。

グループ各社への総合サービス提供

事務サポート業務（事務センター）
物流サポート業務（物流センター）
ショップサポート業務（店舗）

　アダストリアグループ化の前は、株式会社ポイン
ト、株式会社トリニティーアーツの事務センターお
よび物流センターで障害者を雇用。上記２社の事
務センター機能を分社化し、同社設立。特例子会
社として物流サポート業務、ショップサポート業務
へ活躍領域を拡大し、障害者雇用を推進。

精神障害、発達障害

【従事作業】
店舗からのシーズンアウト商品の仕分け・棚卸など
売上関連伝票チェック、旅費交通費チェックなど

従業員数 273人

雇
用
形
態

正社員 週の労働時間に変動なし 57人
週の労働時間短縮などの変動あり 5人

正社員以外
（契約社員など）

週の労働時間が30時間以上 103人
週の労働時間が20〜30時間未満 33人
週の労働時間が20時間未満 2人

勤
続
年
数

〜2年未満 85人
2〜3年未満 23人
3〜4年未満 16人
4〜5年未満 24人
5年以上 52人
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企業の声

社員の声

現場担当者の声

奨励賞

橋本　勝志さん（代表取締役社長）
障害者が活躍できる企業は、誰もが活躍でき成長できる企業との考えから雇用を進めてきました。
障害者雇用による効果として実感していることは、まず、人材管理マネジメントの能力が向上するこ
とです。チームリーダー、先輩社員は障害のある社員と個々に向きあうことで、それぞれの社員の特
性に応じたマネジメントを求められるからです。
次に、障害のある社員に適した仕事を切り出せば、他の社員は新たな価値ある仕事を生み出す機
会を得ることが可能となります。さらに、個々の特性によっては、他の社員以上の作業効率で仕事に
取り組んでくれる障害のある社員がいます。
当社で働きたい人、業務にマッチングする方であれば採用を進めていく予定です。また、グループ
企業全体において障害者雇用が促進されるよう、当社の経験を伝えていきたいと考えています。

木村　健さん（高崎事務センター・勤続５年８か月）
売上伝票のチェックや、Webサイトに当社製品の写真が無断転載されていないかなどのチェックを
しています。
会社では個別面談の時間をとって、会社で必要なマナーや疲労が溜まったときの休息の取り方につ
いて相談できたことがよかったです。
自分が経験していない印刷業務や旅費業務を体験してみたいです。より多くの種類の業務をこなし
て、正社員を目指したいです。

齋藤　真紀さん（高崎事務センター）
体調の変化が見られたときは、早めに面談をして障害のある社員の困っていることや不安の軽減に努めています。毎朝、
チームミーティングを行い、体調のチェックや顔色を見ることで、変化をとらえるようにしています。
木村さんは、体調は安定しており、他のチームが忙しいときには、何かできることはないかと気遣って声をかけてくれます。
パソコンを操作しての業務が得意で、入力チェックのスピードも早く戦力になっています。

Aさん（藤岡DC・勤続４年９か月）
店舗のシーズン毎の商品の棚入れ棚卸しの業務を担当しています。１チーム６人のチームリーダー
候補として、作業の説明や指示をしています。他の社員に対して、わかりやすく説明できたときはや
りがいを感じます。
いまの会社は、自分のキャリアアップや課題に対して、個別面談を通じてわかりやすく具体的な目
標を示してくれることが良かったです。
チームリーダーとなり経験を重ねて正社員になることを目指したいです。

Bさん（藤岡DC・勤続３年４か月）
不良品の受領、不良内容のチェック、仕分け、メーカーへの返品作業をしています。また、チームのサブリーダーとして、
リーダーの補佐をしています。
リーダー不在時に仕事のやり方を説明したり、段取りを組んだりします。チームの仕事がスムーズに進んでいるときにやり
がいを感じます。　
仕事をする上で心がけていることは、体調管理です。睡眠、食事、生活リズムを整えることを意識しています。仕事上の心
配事を溜め込んで体調不良を引き起こさないよう、定着支援担当者と面談の機会があることがありがたいです。気持ちを切
り替えて仕事に取り組めています。
熱中症予防のために１時間ごとに水分補給する時間があるのは、自分にとっては集中しすぎて疲労が溜まるのを軽減してく
れる機会にもなり助かっています。
新しい仕事を覚えてステップアップをしたいです。チームリーダーになって、他の社員をサポートし、働きやすい職場づくり
に貢献したいです。
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株式会社アダストリア・ゼネラルサポート  （東京都渋谷区）

改善前の状況

改善後の効果

①定着支援担当者の各拠点への配置
　定着支援担当者を各拠点に配置し採用に当たっての
求人内容の検討、職場見学、職場実習のコーディネー
ト、障害のある社員との面談による定着支援を行うほ
か、業務が円滑に進むようチームリーダーや他の社員と
の人間関係構築に注力している。

②外部の就労支援機関との連携
　地域障害者職業センター、障害者就業・生活支援セ
ンター、特別支援学校、就労移行支援事業所などと連
携している。
　精神障害のある社員の在籍割合が高いため、医療機
関との連携も欠かせないが、同社では医療機関と直接
やり取りをすることは少なく、本人をよく知る就労支援
機関を通じて情報共有をしている。

③個人日報などの支援ツールの活用
　体調が悪いと仕事のパフォーマンスに影響する。
日 、々個人日報を作成することで、パフォーマンスの変
化を見ている。また、体調や気分、服薬情報を記入す
ることができる様式になっており、本人とチームリー
ダー、定着支援担当が確認している。体調の変化を把
握した場合は、個人面談の設定により課題事項の早期
解決につなげている。（58ページ参照）

④上司、同僚へのメンタルヘルスケア
　同社では、ライン長（拠点長、定着支援担当者、店
長、リーダー）が社員の健康や障害の症状・特性につ
いて質問したり、対処法について相談することのできる
保健師による相談窓口「スタッフ支援ホットライン」を
設置している。
　医学的な観点でタイムリーに相談できることはライン
長の不安軽減につながっている。また、ホットラインと

は別に、精神科の産業医が定期的に拠点を巡回し、社
員のメンタルヘルスケアをサポートしている。（53ページ
参照）

⑤定着支援担当者同士の情報交換
　各拠点に定着支援担当者が配置されていることから、
拠点間の情報共有やスキルアップを目的に、月に１回
Web会議にて「共有ミーティング」を実施している。就
業中の社員に対して実施した個別支援や職場環境改善
の内容の報告などを行っている。

各拠点へ定着支援担当者を配置し、就労支援機関と連携した職場定着
支援を実施

改 善 策

1

社員番号 氏名

予定 (記入例)
＜睡眠～体調＞
番号〇を付ける
大変良い＝5
まあまあ良い＝4
普通＝3
あまり良くない＝2

　夜　朝　昼　　(　　) 　夜　朝　昼　　(　　) 　夜　朝　昼　　(　　) 　夜　朝　昼　　(　　) 　夜　朝　昼　　(　　) 良くない＝1

～ ＜内服薬＞
・内服薬時間：夜朝昼に○
・飲み忘れたら×
・飲まない時間は=で消す

～ ・頓服薬は()の中に〇

～

～

～

～

～

～

～

記号 業務内容 作業時間 件数 記号 業務内容 作業時間 件数 記号 業務内容 作業時間 件数 記号 業務内容 作業時間 件数 記号 業務内容 作業時間 件数 (記入例)

15分 = 0.25
30分 = 0.50
45分 = 0.75
1時間 = 1.00

日付 /　　　　　( 　 ) /　　　　　( 　 ) /　　　　　( 　 ) /　　　　　( 　 ) /　　　　　( 　 )

気分今日の
体調

睡眠
食欲

睡眠

体調

５　４　３　２　１ ５　４　３　２　１

内服薬(頓服)内服薬(頓服) 内服薬(頓服)

作
業
時
間
報
告

休憩 (昼・15時) 休憩 (昼・15時)

朝礼・作業MTG 朝礼・作業MTG

休憩 (昼・15時) 休憩 (昼・15時)

朝礼・作業MTG朝礼・作業MTG

休憩 (昼・15時)

朝礼・作業MTG

体調 体調 体調 体調

食欲
気分

睡眠
食欲
気分

内服薬(頓服)

５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１

睡眠

内服薬(頓服)

５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１

睡眠
食欲
気分

５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１

５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１

５　４　３　２　１
５　４　３　２　１
５　４　３　２　１

食欲
気分

５　４　３　２　１

業務報告（週報）

伝票チェック作業

会社設立当初から定着支援の重要性は認識していたものの、当時、定着支援担当者は高崎事務センター
に配置された１人のみであった。そのため、定着支援担当者が１人で各拠点を巡回する必要があり、タイ
ムリーな支援や就労支援機関との連携にも限界があった。

各拠点に定着支援担当者が配置されたことにより、障害のある社員からの相談に迅速に対応できるように
なった。
また、地域の就労支援機関との連携が進み、雇用の促進と職場定着につながった。
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奨励賞

改善前の状況

改善後の効果

①褒賞制度の導入
　雇用契約で定めた労働時間を安定して勤務できた場
合や、障害者技能競技大会（アビリンピック）、障害者
スポーツ大会に参加した場合は、活躍に応じた特別手当
を支給している。平成29年度は総勢92人が褒賞の対象
となった。平成30年度においても、130人を超える社員
が対象となっている。特に、アビリンピックへの参加
は、各自のスキルアップにつながることから、積極的に
推奨している。

②評価制度の導入
　期間雇用者に対し、半年に１回、OJTチェックリスト、
スキルマップシートを活用し、業務の習得度や目標設
定、課題対策について面談により評価を行っている。
　OJTチェックリストは、自己評価と上司の評価を記載
する欄があり、両者の評価に差異があった事項を重点
的に話しあっている。この評価をもとに、社員登用や昇
給に活用している。（56ページ参照）

褒賞制度、評価制度の導入により、スキルやモチベーションを向上
改 善 策

2

【目的】
が特例子会社としての責任を果たす為には、安定した勤務にて長期就業しているスタッ

フの貢献度はとても重要なものです。 年を通じて安定的に就業したスタッフに感謝とねぎら
いを込め、同時に、今後の就業意欲につながることを期待して特別手当と景品を贈ります。

【対象者】 ●契約社員
●期間雇用者 フルタイマー、セミフルタイマー

【 算 定 】 通期 月～ 月 の実稼働時間

【 表 彰 】 ＜ 月＞ 表彰者確定： 年間の総稼働時間に応じて決定
＜ 月＞ 賞状、特別手当支給

褒賞制度 『稼働時間達成優秀賞』

●褒賞制度 個人賞 として『稼働時間達成優秀賞』を開始します

月 日在籍者対象
＜ 年間安定稼働したスタッフが対象＞

管理部

[マナー/勤務態度] [業務]
■作業場に立つ前に ■始業前/出勤前の準備

チェック項目 達成状態 自己 担当 自己 担当 自己 担当 チェック項目 自己 担当 自己 担当 自己 担当
あいさつ ・相手(同僚、来所者)や状況に合わせた、あいさつをしている。 ― ― 勤怠
笑顔 ・いつも明るい笑顔を心がけている。 ― ― 出勤時の打刻

・誰が見ても一目で好印象である外観や態度を身につけている。 ― ―
・業務中は名札をつけている。 就業ルール

・業務中は、キビキビと動けている。 ― ―
・物流構内を走ったり、業務に関係ない場所で手を止めたりしていない。 ― ―
・相手の目を見て会話するよう心がけている。 ― ― クリンリネス
・相手の話をよく聞いて、気持ちをくみとれるように心がけている。 ― ―
・相手の話すスピードに合わせて話をしている。 ― ― ■業務中の作業
・相手の理解を確かめながら話を進めている。 ― ― HTの操作
・誰にでもわかる正しい文字、数字を書くことができている。 ― ―
・肯定的な言い方を意識している。わからない時はわからないと言えている。 ― ―
・注意・指導された時に、感情的な表情や言葉に出さず気持ちのコントロールができる。 ― ―
・勤務中は丁寧な言葉を使っている。 ― ―
・勤務中は同僚を呼ぶ際、「さん」付けを心掛けている。 ― 就業ルール

■業務のキホン
・一日の業務の流れを把握している。 ― ―
・メモを常備し、いつでもメモが取れる状況である。 ― ―
・一日を通して、集中して業務に取組むことができる。 ― ―
・作業内容を積極的に覚えようとしている。 ― ―
・指示通り、ミスや間違いなく作業ができる。 ― ―
・作業中、わからないことは質問し、そのままにしていない。 ― ― 在庫検索
・ミス・イレギュラー等が発生した際に上長に報告をしている。 ― ― 棚卸の実施
・作業時間を意識し、時間内に業務を終わらせるよう努めている。 ― ―
・持ち場を離れる際は、社員・上長に行き先を伝え、戻りの報告を行っている。 ― 就業ルール ■終業後/退勤時の作業
・作業の準備・片付けを進んで行うことができる。 ― ― クリンリネス
・職場の整理整頓を意識し、事務用品や備品を丁寧に扱っている。 ― 就業ルール

・職場の決まり(水分補給・携帯所持等)を理解し実行している。 ― 就業ルール

■体調管理
・出勤前に体調を把握し、シフトとおりの勤務を行えている。 ― ―
・体調が悪いときは無理せず報告することができる。 ― ―
・定期通院や医師の指示に従った服薬ができている。 ― ―
・休職等の長期休暇にならないよう健康に気をつけ、良好な体調を保っている。 ― ― ■その他

社員割引

■電話の応対（欠勤・遅刻時の対応） 就業マナー
・決められた時間・連絡先(社員・バス運転手等)に電話ができている。 ― 就業ルール

・事前に伝える内容をまとめ、端的に用件を伝えている。 ― ―
・相手を確認してから本題に入っている。 ― ―

■報告・連絡・相談
報告 ・任された仕事の進捗と完了を報告している。 ― ―
連絡 ・知っておかなければいけない情報を同僚に連絡している。 ― ―
相談 ・迷ったときなどに上長や同僚に相談し、アドバイスを受けることが出来ている。 ― ―

・メモを取る/復唱するなど、確認をとることが出来ている。 ― ―
・分からないことがあった場合、上長に確認する又は手順書等を確認しその場で解決している。 ― ―

■緊急時の対処方法
・安否確認システム内容を理解し、正しく対応できている。 ― ―
・台風、地震等の天災がおこった時の対応方法を理解している。 ― ―
・緊急時の連絡網を理解している。 ― ―

店番／店名 ９１７６ / AGS藤岡物流センター SBP実践度確認

社員番号／氏名

期末
check日付

コミュニケーション

入出庫の
処理

達成状態

・担当業務(キズ物・キャリー)の出庫明細の記入をルールとおりに行っている。

体調の把握
/維持

電話を
かける

3ヵ月後 6ヵ月後

クリンリネス

マニュアル
・シフトとおりの出勤ができている。

FB日付
FB実施者

・職場の整理整頓が意識され、事務用品や備品を丁寧に扱っている。

・正しい出勤打刻が出来る。
・遅刻・欠勤の場合は、始業開始10分前に連絡ができている。
・朝礼の際に、必要に応じてメモを取ることが出来る。
・貴重品を含めた私物はロッカーに施錠して保管している。(私物管理の徹底)
・私物(許可されたもの以外)を作業場に持ち込んでいない。

・商品を投げたり・箱を蹴ったりせず、丁寧に扱っている。
・タグ(海外タグ含む)からアイテム・カラー・サイズ・部門・メーカーの商品情報を読み取れる。
・タグがないときはタグ発行を行い、社員・同僚に2者確認を行っている。

・HT(ハンディ)の入力・設定を正しく行える。
・入庫処理（受領）をおこなうことが出来る。
・指示通りに移動（出庫）処理をおこなうことが出来る。
・センター(9910・9781・9782)/スキャンレスの違いを理解し、正しく検品をおこなっている。

・伝票を指定の場所に保管することが出来る。
・作業時間・休憩時間を把握し、時間を正しく守ることができている。

日付

自己
コメント

担当者
コメント

・ソーシャルメディア(SNS)利用時の注意点とマナーを理解している。

・正しい退勤打刻が出来る。
・勤務時間・休憩時間に変更があった場合、正しく申請している。
・有休・欠勤・早退・遅刻が発生した場合、正しく書面申請している。

退勤打刻

勤怠申請 ・日報を毎日記入し、月間目標・振返り欄を漏れなく記入している。

その他

立ち方/
歩き方

言葉遣い

・藤岡物流センターのスローガンを理解している。
・自分の障がいについて理解や受け入れができている。

・在庫検索が出来る。(APP MENU、TRY NET)

・備品(カッター・ハサミ・HT等)を使用した後は、必ず元にあった場所に戻している。

・構内のゴミやホコリ、糸くずに気付けている。

商品管理

身だしなみ

作業態度 ・棚卸を正確な手順でおこなえる。

連絡事項の
伝達

・退勤の際に、業務終了の報告を行っている。
・他のスタッフへの連絡事項を必要に応じて行っている。

・作業場をキレイに保つために、こまめに清掃している。

・朝礼前・清掃日にクリンリネスを丁寧におこなっている。

マニュアル
FB実施者

Ｏ．Ｊ．Ｔ チェックリスト 《スタッフ編》

朝礼

FB日付
check日付

特記事項

確認

緊急時の
対処方法

就業ルール

・自社店舗で購入する場合のルールやモラルを理解している。

3ヵ月後 6ヵ月後 期末

採点基準

＝ レクチャーできる ＝ レクチャー有りできる

＝ 他スタッフの模範となっている ＝ 習得中

＝ できている ＝ 未実施

褒賞制度案内

OJTチェックリスト（物流センター）

物流センターの様子

期間雇用者（半年毎の契約更新）の定着率を高めるため、社員のスキルやモチベーション向上につながる
仕組みが必要であった。

OJTチェックリストを活用した評価、具体的な目標設定および褒賞制度により、安定的な勤務やスキル
アップへのモチベーションが高まった。
その結果、障害のある社員がチームリーダーや正社員へ登用されるといったキャリアアップにつながった。


